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小笠原の花・木・鳥・魚 
花  ムニンヒメツバキ    木  タコノキ 
鳥  ハハジマメグロ      魚  アオムロ 

ﾀﾞﾑ 貯水率 

6/26現在 

父島 

100/100 

母島  

97.8/100 

5 月気象状況    （父島） 

最高気温   30.0℃ 

最低気温   18.2℃ 

平均気温   23.9℃ 

平均湿度   85％ 

月降水量   169mm 

住民基本台帳登録者数（6/1）                      

             2,416人 

             父島      母島               

  人口      1,957人   459人 

  世帯      1,063    241 

短期滞在者     16人      8人 

ＮＯ．５４０ 

平成 20 年(2008) 

７/１(火) 

小笠原 ―OGASAWARA－ 

村村民民だだよよりり 

小
笠
原
諸
島
返
還
40
周
年
記
念
式
典
・
記
念
パ
レ
ー
ド
の
実
施 

  

小
笠
原
諸
島
返
還
40
周
年
実
行
委
員
会
で
は
、
次
の
と
お
り
返
還
記
念
パ
レ
ー
ド
お

よ
び
返
還
記
念
式
典
を
実
施
い
た
し
ま
す
。 

 

パ
レ
ー
ド
実
施
に
伴
い
都
道
２
４
０
号
線
ホ
ラ
イ
ズ
ン
ド
リ
ー
ム
前
か
ら
海
上
自
衛

隊
父
島
基
地
分
遣
隊
ま
で
お
よ
び
二
見
港
港
湾
管
理
道
路
（図
の
と
お
り
）を
通
行
止
め

と
い
た
し
ま
す
。 

ま
た
、
７
月
４
日
（金
）正
午
か
ら
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、
閉
館
い
た
し
ま
す
。 

村
民
の
皆
様
、
近
隣
に
お
住
ま
い
の
皆
様
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
ご
理

解
ご
協
力
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

通行止め 

パレード行進コース 

迂回路 

都道通行止め時間 

午後２時３０分～４時 

スタート地点 

小
笠
原
諸
島
返
還
40
周
年
記
念
パ
レ
ー
ド 

【
日
時
】
７
月
４
日
（金
）
午
後
３
時
〜 

【
実
施
コ
ー
ス
】
父
島
二
見
港
駐
車
場
〜
都
道
〜
海
上
自
衛
隊
父
島
基
地

分
遣
隊 

【
都
道
通
行
止
め
時
間
】
午
後
２
時
30
分
〜
４
時 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※
図
の
と
お
り
迂
回
路
を
設
け
て
お
り
ま
す
。 

 

小
笠
原
諸
島
返
還
40
周
年
記
念
式
典 

【
日
時
】
７
月
４
日
（金
）
午
後
４
時
〜
５
時
ご
ろ 

【
場
所
】
海
上
自
衛
隊
父
島
基
地
分
遣
隊
体
育
館 

【
そ
の
他
】 

○
健
常
者
の
方
の
式
典
会
場
へ
の
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。 

○
式
典
会
場
内
は
、
ト
イ
レ
の
数
が
少
な
い
た
め
、
事
前
に
お
済
ま
せ

の
上
ご
来
場
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
諸
島
返
還
40
周
年
実
行
委
員
会
事
務
局 

 
 
 
 
 

 
  

   
  

  
  

  
  

  
  

   
  

  
  

  
  

２
―
２
１
４
０ 

情
報
セ
ン
タ
ー
臨
時
休
館 

  

小
笠
原
諸
島
返
還
40
周
年
記
念
式
典
の
た
め
、
次
の
期
間
情
報
セ
ン

タ
ー
を
臨
時
休
館
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

【
期
間
】
７
月
３
日
（木
）〜
５
日
（土
） 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
Ｉ
Ｔ
推
進
係 

 
 
 
 
 
 

 

２
―
３
１
１
１ 

 

村
営
バ
ス
の
一
部
運
休 

 

７
月
４
日
（金
）は
、
小
笠
原
諸
島
返
還
40
周
年
記
念
事
業
〜
返
還
記

念
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
る
た
め
、
道
路
の
交
通
規
制
が
か
か
り
ま
す
。
こ

の
た
め
、
次
の
と
お
り
村
営
バ
ス
も
一
部
運
休
い
た
し
ま
す
。 

ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
何
卒
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
致
し

ま
す
。 

◎
運
休
す
る
便
《
オ
レ
ン
ジ
ラ
イ
ン
》
村
役
場
発 

 

午
後
３
時
発 

 

※ 

パ
レ
ー
ド
を
見
学
さ
れ
る
方
は
、
扇
浦
線
・
小
港
海
岸
、
午
後
２
時

45
分
発
の
便
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

た
だ
し
、
こ
の
便
は
、
船
客
待
合
所
（午
後
２
時
59
分
着
）止
ま
り

と
な
り
、
村
役
場
前
ま
で
は
行
き
ま
せ
ん
。 

※ 

扇
浦
線
・
村
役
場
前
、
午
後
３
時
30
分
発
の
便
は
、
パ
レ
ー
ド
通

過
後
の
運
行
と
な
り
ま
す
の
で
、
出
発
が
遅
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
営
バ
ス
営
業
所 

 
 
 
 
 
 
 

２
―
３
９
８
８ 

産
業
観
光
課 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
３
１
１
４ 

ゴール地点 

式典会場 
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総
務
課
企
画
政
策
室 

 
 

 

２
―
３
１
１
１ 

     

                              

第
２
回 

地
域
振
興
に
係
る
補
助
事
業
の
募
集 

  

（財
）東
京
都
島
し
ょ
振
興
公
社
で
は
、
島
し
ょ
地

域
の
地
域
振
興
に
係
る
事
業
を
行
う
団
体･グ

ル
ー

プ
に
対
し
、
事
業
費
の
一
部
を
補
助
す
る
事
業
を 

行
っ
て
い
ま
す
。 

 

補
助
の
条
件
な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

【
補
助
対
象
団
体
】 

 
  

概
ね
５
名
以
上
（村
在
住
者
）で
構
成
さ
れ
、
振

興
公
社
が
補
助
す
る
事
業
に
相
応
し
い
計
画
な
ど

を
持
つ
グ
ル
ー
プ
ま
た
は
団
体 

【
対
象
事
業
】 

○
地
域
振
興
に
係
る
特
産
品
に
関
す
る
事
業 

○
地
域
振
興
に
係
る
観
光
の
振
興
に
関
す
る
事
業 

○
地
域
振
興
に
係
る
島
お
こ
し
を
担
う
人
材
育
成

に
関
す
る
事
業 

【
補
助
金
額
】 

補
助
対
象
経
費
の
５
分
の
４
以
内
で
１
０
０

万
円
（特
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
事
業
に
つ
い
て

は
２
０
０
万
円
）を
上
限
と
す
る
。 

な
お
、
視
察
に
関
す
る
も
の
は
、
補
助
事
業
の

対
象
と
し
な
い
。 

【
事
業
期
間
】 

 
  

平
成
20
年
２
月
末
日
ま
で
（
特
に
必
要
と
認
め

ら
れ
る
事
業
に
つ
い
て
は
最
長
２
年
間
） 

【
提
出
書
類
】 

○
計
画
書
（
指
定
様
式
） 

○
収
支
計
画
書 

○
会
の
規
約 

○
会
員
名
簿 

※
補
助
金
交
付
要
綱
は
総
務
課
で
配
布 

【
提
出
期
限
】
８
月
８
日
（金
） 

【
提
出
先
】 

《
父
島
》
総
務
課
企
画
政
策
室 

《
母
島
》
母
島
支
所
庶
務
係 

【
注
意
事
項
】 

 
 

振
興
公
社
で
は
、
提
出
さ
れ
た
計
画
書
を
も
と

に
補
助
事
業
の
対
象
と
す
る
か
ど
う
か
審
査･

決

定
し
ま
す
の
で
、
計
画
書
に
は
事
業
の
内
容
、
目

的
お
よ
び
効
果
を
詳
し
く
明
示
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

 
 

総
務
課
企
画
政
策
室 

 
 
 

２
―
３
１
１
１ 

 

南
島
外
来
植
物 

 
 
 

除
去
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集 

  

村
で
は
平
成
13
年
度
か
ら
、
主
に
南
島
に
お
い
て

村
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
外
来
植
物
（ク
リ
ノ
イ

ガ
な
ど
）の
除
去
を
行
い
、
作
業
を
通
じ
て
小
笠
原
の

外
来
植
物
の
現
状
を
村
民
の
方
々
に
知
っ
て
い
た
だ

く
機
会
と
し
て
き
ま
し
た
。 

 

６
月
に
第
１
回
目
を
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

雨
天
の
た
め
延
期
と
な
り
、
今
回
の
実
施
と
な
り
ま

し
た
。
つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
と
お
り
村
民
ボ
ラ
ン 

テ
ィ
ア
の
募
集
を
行
い
ま
す
。
ご
協
力
い
た
だ
け
る

方
は
申
し
込
み
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

【
日
時
】
７
月
14
日
（月
） 

 
 
 
 
 

午
前
９
時
（青
灯
台
発
）か
ら 

 
 
 
 
 

午
後
１
時
30
分
（青
灯
台
着
）予
定 

【
募
集
定
員
】
15
人 

【
作
業
内
容
】 

 
 

南
島
に
お
け
る
３
時
間
程
度
の
除
草
作
業 

（
途
中
休
憩
あ
り
） 

【
申
込
締
切
】
７
月
９
日
（水
） 

 

※
応
募
が
多
い
場
合
は
先
着
順
に
な
り
ま
す
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

総
務
課
企
画
政
策
室 

 
 
 

２
―
３
１
１
１ 

 

村
長
出
張
報
告 

 

【
出
張
期
間
】
５
月
25
日
〜
６
月
５
日 

○
全
国
離
島
振
興
協
議
会
通
常
総
会
出
席 

○
東
京
都
町
村
会
他
各
会
議
出
席 

○
島
じ
ま
ん
２
０
０
８
出
席 

○
国
・
都
関
係
機
関
要
望
活
動 

 
 ●

問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

 

２
―
３
１
１
１ 

 

 硫黄島訪島事業を実施しました  
 

第１２回硫黄島訪島事業を６月１２日から１５日にかけて実施しました。 
今年も天候に恵まれ予定どおり１３日、１４日の２日間硫黄島に上陸することができ、ゆとりある墓参や里

帰りを行うことができました。 
１３日の朝、硫黄島に上陸後、硫黄島旧島民平和祈念墓地公園において島民慰霊祭を行い、その後、硫黄島

旧島民の方々は出身集落へ里帰りを行い、当時の面影を懐かしんでおられました。 
また、旧島民の方々は、平成１４年度に村が建設した硫黄島一時滞在施設に宿泊し、故郷の島で一夜を明か

すことができました。 
硫黄島訪島事業には、旧島民の方以外に硫黄島協会や父島・母島の一般村民、また、中学校２年生が学校行

事として参加しています。島内を旧島民の方々と巡り、中学生は硫黄島の地で旧島民の方々と交流会を行うな

ど、有意義な訪島になったことと思います。 
硫黄島は、南国の恩恵を存分に享受し、豊かで平和な島でしたが、戦争によって荒廃し、さらに旧島民の帰

島も許されない状況にあります。村としては今後も、旧島民の心情に報いるための訪島事業を行うと共に、遺

骨収集に積極的に協力してまいります。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
釜場 中学生追悼のことば 

●問合せ先 総務課総務係 ２－３１１１ 
 

旧島民の方々と中学生の交流会 
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長
寿
（後
期
高
齢
者
）医
療
制
度
の 

被
保
険
者
証
と
保
険
料 

 

◎
保
険
診
療
受
診
時
の
個
人
負
担
な
ど
に
つ
い
て 

 

「被
保
険
者
証
」に
は
医
療
機
関
の
窓
口
で
支
払
う
負
担
割
合
が
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
（１
割
ま
た
は
３
割
）。
こ
の
負
担
割
合
は
、
平
成
20
年

度
の
住
民
税
課
税
所
得
等
に
よ
り
８
月
１
日
を
基
準
日
と
し
て
再
判
定

が
行
わ
れ
ま
す
。 

ま
た
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
「後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額
適
用
・
標

準
負
担
額
認
定
証
」も
平
成
20
年
度
住
民
税
の
状
況
に
よ
り
更
新
さ
れ

ま
す
。
（「後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
認
定
証
」の
交

付
に
は
、
本
人
か
ら
の
申
請
が
必
要
で
す
。
住
民
税
非
課
税
世
帯
対
象

者
に
は
個
別
に
ご
案
内
が
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
。
）

 

「
被
保
険
者
証
」の
負
担
区
分
に
変
更
が
あ
る
方
や
平
成
20
年
度
住

民
税
が
非
課
税
の
方
に
、
７
月
末
日
ま
で
に
新
し
い
「被
保
険
者
証
」
、

「
認
定
証
」が
送
付
さ
れ
ま
す
。
変
更
や
更
新
が
あ
っ
た
方
は
、
８
月
１

日
以
降
の
保
険
診
療
受
診
の
際
に
は
、
新
し
い
「証
」を
ご
使
用
く
だ
さ

い
。 

 ◎
「被
保
険
者
証
」、
「認
定
証
」の
交
付
予
定 

 

６
月
末
現
在
の
予
定
で
は
、
「被
保
険
者
証
」は
７
月
18
日
以
降
に
、

「
認
定
証
」
は
７
月
30
日
以
降
に
郵
送
に
よ
り
配
達
さ
れ
る
見
込
み
で

す
。 

 

◎
平
成
20

年
度
の
長
寿
医
療
（後
期
高
齢
者
医
療
）保
険
料

の
賦
課
・
徴
収
が
８
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。 

 

８
月
中
旬
ご
ろ
ま
で
（※
）に
、
保
険
料
の
「賦
課
決
定
通
知
書
」お
よ

び
「納
付
通
知
書
」が
送
付
さ
れ
ま
す
。 

保
険
料
の
納
め
方
は
、
納
期
限
毎
に
金
融
機
関
な
ど
の
窓
口
で
お
支

払
い
い
た
だ
く
手
間
を
お
掛
け
し
な
い
た
め
、
年
金
が
支
給
さ
れ
る
際

に
保
険
料
を
お
支
払
い
い
た
だ
く
「特
別
徴
収
」と
、
納
付
書
に
よ
り
納

期
限
ま
で
に
ご
自
身
で
納
め
て
い
た
だ
く
「普
通
徴
収
」が
あ
り
ま
す
。 

 （※
）
「賦
課
決
定
通
知
書
」お
よ
び
「
納
付
通
知
書
」の
発
送
は
、
次
の
特

別
対
策
実
施
の
た
め
８
月
中
旬
ご
ろ
ま
で
ず
れ
込
む
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。 

【
普
通
徴
収
の
納
期
限
】 

《
第
１
期
》
８
月
末
日
ま
で
（平
成
20
年
９
月
１
日
） 

《
第
２
期
》
10
月
末
日
ま
で
（平
成
20
年
10
月
31
日
） 

《
第
３
期
》
12
月
25
日
ま
で
（平
成
20
年
12
月
25
日
） 

《
第
４
期
》
２
月
末
日
ま
で
（平
成
21
年
３
月
２
日
） 

※
納
期
限
が
閉
庁
日
の
場
合
、
翌
日
以
降
、
最
初
の
開
庁
日
が
実
際
の

納
期
限
と
な
り
ま
す
。 

 

◎
現
在
、
政
府
与
党
に
よ
り
長
寿
医
療
制
度
の
特
別
対
策
が

検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
（一
部
決
定
、
一
部
継
続
審
議
） 

 

【
保
険
料
の
軽
減
対
策
】 

公
費
投
入
に
よ
る
、
保
険
料
軽
減
対
象
者
の
軽
減
割
合
の
拡
大 

【
保
険
料
の
特
別
徴
収
】 

○
要
件
を
満
た
す
方
の
申
し
出
に
よ
る
保
険
料
の
口
座
引
き
落
し

（普
通
徴
収
）の
選
択 

○
世
帯
主
や
配
偶
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
方
で
収
入
が
一
定
額
以
下

の
場
合
に
、
申
し
出
に
よ
り
世
帯
主
な
ど
が
肩
代
わ
り
し
て
保
険

料
を
口
座
振
替
納
付
で
き
る 

な
ど 

 

こ
れ
ら
の
特
別
対
策
の
実
施
に
あ
た
り
、
現
在
、
広
域
連
合
お
よ
び
各

区
市
町
村
で
対
応
方
法
の
検
討
、
準
備
を
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
広
域
連
合
で
は
、
こ
の
特
別
対
策
に
関
す
る
チ
ラ
シ
を
製
作
予

定
で
す
の
で
、
完
成
し
ま
し
た
ら
被
保
険
者
の
皆
様
へ
配
布
い
た
し
ま
す
。

 

 ◎
ご
注
意
く
だ
さ
い
！ 

 

広
域
連
合
、
区
市
町
村
な
ど
の
職
員
と
名
乗
り
、
不
審
な
電
話
が 

 

あ
っ
た
旨
の
情
報
が
あ
り
ま
し
た
。 

【
事
例
】 

 

〇
保
険
料
の
還
付
が
生
じ
た
と
言
い
、
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
の
話
を

始
め
る
。 

 

〇
保
険
証
の
番
号
に
誤
り
が
あ
る
な
ど
の
話
を
し
、
保
険
証
の
番
号

を
聞
き
出
そ
う
と
す
る
。 

 

〇
療
養
費
を
給
付
す
る
と
ウ
ソ
を
言
っ
て
口
座
情
報
な
ど
を
聞
き
出

す
。 

 

〇
「新
し
い
制
度
の
こ
と
で
押
印
が
必
要
」な
ど
と
言
い
、
不
明
な
書

類
に
押
印
を
求
め
る
。 

 

こ
れ
ら
は
、
「振
り
込
め
詐
欺
」
な
ど
の
犯
罪
に
つ
な
が
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
お
か
し
い
と
思
っ
た
場
合
は
次
の
よ
う
に
対
処
し
て
く
だ

さ
い
。 

〇
す
ぐ
に
個
人
情
報
な
ど
教
え
な
い
で
く
だ
さ
い
。 

〇
相
手
の
職
員
証
な
ど
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。 

〇
相
手
の
名
前
、
電
話
番
号
を
聞
い
て
く
だ
さ
い
。 

〇
広
域
連
合
ま
た
は
村
民
課
住
民
係
ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

 

 

◆
問
合
せ
先 

 

東
京
都
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

０
３
―
３
２
２
２
―
４
４
９
９ 

  

◎
「
広
域
連
合
お
問
合
せ
セ
ン
タ
ー
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

 
 

「広
域
連
合
お
問
合
せ
セ
ン
タ
ー
」を
設
置
し
て
い
ま
す
。
制
度
に
つ

い
て
わ
か
ら
な
い
点
な
ど
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

な
お
、
電
話
の
場
合
、
多
数
の
問
合
せ
が
寄
せ
ら
れ
、
一
時
的
に
掛

か
り
に
く
く
な
る
と
き
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

【
開

設

時

間

】
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
平
日 

午
前
９
時
〜
午
後
５
時 

【
電

話
】
０
５
７
０
―
０
８
６
―
５
１
９ 

（
ハ
ロ
ー
コ
ウ
イ
キ
） 

【
フ

ァ

ク

ス
】
０
５
７
０
―
０
８
６
―
０
７
５ 

（
ハ

ロ

ー

７

５
） 

【
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
】call@

tokyo
-k

ouikicenter.jp 

 

※
個
人
情
報
や
政
策
判
断
を
伴
う
内
容
に
は
お
答
え
で
き
ま
せ
ん
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

村
民
課
住
民
係 

 
 
 
 
 
 
 

２
―
３
１
１
３ 
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固
定
資
産
税
の
納
付
期
限 

 
平
成
20
年
度
固
定
資
産
税
第
２
期
の
納
付
期
限

は
、
７
月
31
日
（木
）で
す
。
お
忘
れ
の
な
い
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。 

ま
た
、
口
座
か
ら
の
自
動
払
い
込
み
に
よ
る
納
付

を
申
し
込
ま
れ
て
い
る
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
残
高

不
足
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

な
お
、
定
め
ら
れ
た
納
付
期
限
ま
で
に
ご
納
付
い

た
だ
か
な
い
と
、
そ
の
対
応
の
た
め
に
多
く
の
時
間

や
経
費
を
費
や
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

こ
の
滞
納
整
理
の
た
め
の
費
用
も
大
切
な
税
金
か

ら
支
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
有
効
に
村
税
を
活

用
す
る
た
め
に
も
、
早
期
に
ご
納
付
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 ●
問
合
せ
先 

財
政
課
税
務
係 

 

２
―
３
１
１
２ 

 

年
度
間
の
所
得
の
変
動
に
伴
う 

 
 

住
民
税
の
軽
減
措
置 

  

平
成
19
年
中
に
所
得
が
減
っ
て
所
得
税
が
課
せ

ら
れ
な
か
っ
た
か
方
で
、
次
の
適
用
条
件
の
す
べ
て

に
当
て
は
ま
る
方
は
申
告
に
よ
り
、
平
成
19
年
度
の

個
人
住
民
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。 

【
適
用
条
件
】 

① 

平
成
19
年
度
の
個
人
住
民
税
の
課
税
所
得

金
額
（申
告
分
離
課
税
を
除
く
）か
ら
、
所
得

税
と
の
人
的
控
除
差
（別
表
）の
合
計
額
を
控

除
し
た
金
額
の
あ
る
方 

② 

平
成
20
年
度
の
個
人
住
民
税
の
課
税
所
得

金
額
（申
告
分
離
課
税
分
を
含
む
）か
ら
、
所

得
税
と
の
人
的
控
除
差
（別
表
）の
合
計
額
を

控
除
し
た
金
額
が
な
い
方 

③ 

平
成
19
年
度
お
よ
び
平
成
20
年
度
に
お
い

て
、
日
本
国
内
で
の
市
区
町
村
の
課
税
権
が

あ
る
方 

【
申
告
期
間
】
７
月
１
日
（火
）〜
31
日
（水
） 

（
別
表
） 

                        

【
申
告
場
所
】 

 
 

平
成
19
年
１
月
１
日
現
在
の
住
民
登
録
地
の

市
区
町
村 

※
平
成
19
年
１
月
１
日
現
在
、
小
笠
原
村
に
住
民

登
録
が
あ
り
、
平
成
19
年
度
の
個
人
住
民
税
が

小
笠
原
村
で
課
税
さ
れ
て
い
る
方
は
、
財
政
課

税
務
係
ま
た
は
母
島
支
所
で
申
告
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

財
政
課
税
務
係 

 

２
―
３
１
１
２ 

 

第

15
回
く
ら
し
の
法
律
税
金
相
談 

  

法
律
関
係
者
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「小
笠
原
サ
ポ
ー

ト
専
門
家
グ
ル
ー
プ
」に
よ
り
、
「第
15
回
く
ら
し
の

法
律
・
税
金
相
談
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。 

 

ご
相
談
の
あ
る
方
、
お
悩
み
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ

こ
の
機
会
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。 

 

◎
く
ら
し
の
法
律
・
税
金
相
談
、
遺
言
相
談 

皆
様
の
法
律
相
談
、
税
金
相
談
に
、
弁
護
士
、

司
法
書
士
、
税
理
士
が
無
料
で
応
じ
ま
す
。
公
証

人
が
公
正
証
書
で
遺
言
を
作
成
す
る
場
合
は
有

料
で
す
。 

【
父
島
】 

《
日
時
》 

７
月
10
日
（木
）
午
後
７
時
〜
９
時 

 
 
 

７
月
11
日
（金
）
午
前
９
時
〜
午
後
５
時 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

【
母
島
】 

《
日
時
》 

７
月
10
日
（木
）
午
後
７
時
〜
９
時 

 
 
 

７
月
11
日
（金
）
午
前
９
時
〜
午
後
３
時 

 

《
場
所
》
母
島
支
所 

※
予
約
は
不
要
で
す
が
、
事
前
予
約
を
ご
希
望
で
あ

れ
ば
、
「
問
い
合
わ
せ
先
」
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。 

※
ご
要
望
が
あ
れ
ば
相
談
会
場
以
外
で
も
出
張
し
て

ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。 

 

◎
く
ら
し
の
法
律
教
室 

「
年
金
相
談
〜
年
金
特
別
便
へ
の
対
応
」 

年
金
特
別
便
は
皆
様
の
お
手
元
に
順
次
届
く

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
内
容
に
つ
き
ご
不
明
な

点
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
社
会
保
険
労
務
士
の
資
格

を
持
ち
、
実
際
に
業
務
も
行
っ
て
い
る
税
理
士
が

ご
説
明
し
ま
す
。 

【
父
島
】 

《
日
時
》
７
月
11
日
（金
）
午
後
５
時
〜
７
時 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
会
議
室 

【
母
島
】 

《
日
時
》
７
月
11
日
（金
）
午
後
１
時
〜
３
時 

《
場
所
》
母
島
支
所 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 
 
 
 

２
―
３
１
１
３ 

 
 

サ
ポ
ー
ト
専
門
家
グ
ル
ー
プ
専
用
電
話 

０
３
―
５
９
１
９
―
３
５
３
０ 

０
８
０
―
１
０
８
７
―
５
４
７
７ 

 

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
会
議
用 

テ
ー
ブ
ル
の
更
新 

 

（財
）自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
か
ら
助
成
を
受
け
、
地
域

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
使
用
し
て
い
る
会
議
用
テ
ー
ブ
ル

を
更
新
し
ま
し
た
。 

 

稲
垣
傳
助
さ
ん
満
百
歳 

 
 
 
 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

 

母
島
に
在
住
の
稲
垣
傳
助
さ
ん
が
、
先
月
６
月
10

日
に
満
百
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
小
笠

原
村
で
は
２
人
目
、
母
島
で
は
初
め
て
の
満
百
歳
の

ご
長
寿
と
な
り
ま
す
。 

村
で
は
、
敬
老
の
日
に
記
念
品
を
贈
呈
し
て
、
稲

垣
傳
助
さ
ん
の
ご
長
寿
を
お
祝
い
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 

 

村
民
課
福
祉
係 

母
島
支
所
庶
務
係 

基

礎

控

除 

同
居
特
別
障
害
者
加
算 

扶 養 控 除 配偶者特別控除 配偶者控除 
勤
労
学
生
控
除 

寡

夫

控

除 

寡婦控除 障害者控除 
人

的

控

除 

同
居
老
親
等 

老

人

扶

養 

特

定

扶

養 

一

般

扶

養 

配
偶
者
の
合
計
所

得
が
40

万
円
超

45
万
円
未
満 

配
偶
者
の
合
計
所

得
が
38

万
円
超

40
万
円
未
満 

老
人
配
偶
者 

一
般
配
偶
者 

特

別

寡

婦 

一

般

寡

婦 

特
別
障
害
者 

普
通
障
害
者 

38
万
円 

35
万
円 

58
万
円 

48
万
円 

63
万
円 

38
万
円 

36
万
円 

38
万
円 

48
万
円 

38
万
円 

27
万
円 

27
万
円 

35
万
円 

27
万
円 

40
万
円 

27
万
円 

所
得
税 

33
万
円 

23
万
円 

45
万
円 

38
万
円 

45
万
円 

33
万
円 

33
万
円 

33
万
円 

38
万
円 

33
万
円 

26
万
円 

26
万
円 

30
万
円 

26
万
円 

30
万
円 

26
万
円 

住
民
税 

５
万
円 

12
万
円 

13
万
円 

10
万
円 

18
万
円 

５
万
円 

３
万
円 

５
万
円 

10
万
円 

５
万
円 

１
万
円 

１
万
円 

５
万
円 

１
万
円 

10
万
円 

１
万
円 

控
除
差 
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敬
老
大
会
（父
島
） 

敬
老
の
日
の
集
い
（母
島
）の
開
催 

  

今
年
は
次
の
日
程
で
開
催
す
る
予
定
で
す
。
対
象

者
の
方
へ
は
個
別
に
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。 

な
お
、
今
回
よ
り
参
加
対
象
者
の
年
齢
を
、
70
歳

以
上
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
本
年
９
月
15
日
現

在
で
70
歳
に
達
し
て
い
な
い
方
は
参
加
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

◎
敬
老
大
会
（父
島
）

 

【
日
程
】
９
月
14
日
（日
） 

 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

 

◎
敬
老
の
日
の
集
い
（母
島
）

 

【
日
程
】
９
月
15
日
（月
） 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

 
 
 
 
 
 

母
島
支
所
庶
務
係 

３
―
２
１
１
１ 

 

村
営
バ
ス
夏
季
ダ
イ
ヤ
の
実
施 

 

村
営
バ
ス
で
は
、
夏
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
到
来
に
合

わ
せ
、
土
・
日
曜
日
に
夏
季
ダ
イ
ヤ
を
設
定
し
ま
す
。 

夏
季
ダ
イ
ヤ
は
、
通
常
の
休
日
ダ
イ
ヤ
よ
り
始
発

が
早
く
な
り
ま
す
。 

こ
れ
に
よ
り
、
小
港
海
岸
、
ジ
ョ
ン
ビ
ー
チ
な
ど

の
遠
く
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
も
時
間
に
余
裕
を
持
っ

て
お
出
か
け
に
な
れ
ま
す
。 

村
営
バ
ス
で
、
夏
の
休
日
を
ご
家
族
や
お
友
達
と

楽
し
く
野
外
で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。 

 ◎
夏
季
ダ
イ
ヤ 

【
実
施
期
間
】 

７
月
26
日
（土
）〜
８
月
17
日
（日
） 

の
間
の
土
・
日
曜
日 

【
運
行
時
間
】 

《
扇
浦
線
（村
役
場
前〜

小
港
海
岸
往
復
）》 

○
村
役
場
前 

始
発 

午
前
８
時
15
分 

終
発 

午
後
５
時
15
分 

○
小
港
海
岸 

始
発 

午
前
８
時
30
分 

終
発 

午
後
５
時
30
分 

《
循
環
線
（村
役
場
前〜

奥
村
循
環〜

村
役
場
）》 

○
村
役
場
前 

ブ
ル
ー
ラ
イ
ン 

始
発 

午
前
８
時 

終
発 

午
後
５
時 

オ
レ
ン
ジ
ラ
イ
ン 

始
発 

午
前
８
時
45
分 

終
発 

午
後
３
時 

 

※
ブ
ル
ー
ラ
イ
ン
は
、
村
役
場
前
か
ら
東
町〜

奥
村

〜

清
瀬〜

宮
之
浜
入
口〜

西
町
の
順
に
ま
わ
り
、

村
役
場
に
着
き
ま
す
。 

※
オ
レ
ン
ジ
ラ
イ
ン
は
、
村
役
場
前
か
ら
西
町〜

宮

之
浜
入
口〜

清
瀬〜

奥
村〜

東
町
の
順
に
ま
わ
り

村
役
場
に
着
き
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
営
バ
ス
営
業
所 

２
―
３
９
８
８ 

 
 
 

産
業
観
光
課 

 
 

２
―
３
１
１
４ 

 

第
８
回 

パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
品
評
会
結
果 

 

６
月
６
日
（金
）に
第
８
回
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ

品
評
会
が
、
東
京
島
し
ょ
農
業
協
同
組
合
小
笠
原
父

島
支
店
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
各
賞
の
受
賞
農

家
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 

【
金

賞
】
母
島 

小
松
農
園 

【
銀

賞
】
母
島 

藤
谷
明
憲 

【
銅

賞
】
父
島 

友
野
農
園 

【
審
査
員
特
別
賞
】
母
島 

福
田
亮
三 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
産
業
活
性
化
対
策
協
議
会 

（
産
業
観
光
課
内
）
２
―
３
１
１
４ 

 

父
島
落
語
会
の
開
催 

  

三
笑
亭
可
女

か

め

次じ

さ
ん
に
よ
る
父
島
落
語
会
を
、
次

の
日
程
で
行
い
ま
す
。 

【
日
時
】
７
月
８
日
（火
） 

 

《
開
場
》
午
後
６
時 

 

《
開
演
》
午
後
６
時
30
分 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル 

【
内
容
】 

 

《
番
組
》
○
手
品
な
ど 

○
子
ど
も
落
語
（じ
ゅ
げ
む
） 

○
お
仲
入
り
（休
憩
） 

○
落
語
（大
人
向
け
） 

 

●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会 

 
 

２
―
３
１
１
７ 

      

国
有
林
へ
の
立
ち
入
り
に
つ
い
て 

  

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
護
地
域
へ
の
入
林
手

続
き
の
開
始
時
期
お
よ
び
利
用
講
習
会
に
つ
い
て
、

次
の
と
お
り
変
更
と
な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。 

【
入
林
手
続
き
の
開
始
時
期
】 

 

《
当
初
》
平
成
20
年
９
月 

 

《
変
更
》
平
成
20
年
９
月
末
日 

【
利
用
講
習
会
の
開
催
時
期
】 

 
《
当
初
》
平
成
20
年
６
月
上
旬
〜
７
月 

 

《
変
更
》
平
成
20
年
９
月
中
旬
〜
下
旬 

 

な
お
、
利
用
講
習
会
の
日
程
に
つ
い
て
は
、
開
催

日
が
決
定
次
第
、
改
め
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
総
合
事
務
所
国
有
林
課
小
笠
原
諸
森
林

生
態
系
保
護
対
策
室 

 
 
 
 

２
―
２
１
０
３ 

小
笠
原
か
ら
内
地
へ
植
物
等
を 

持
ち
出
さ
れ
る
皆
様
へ 

 

小
笠
原
諸
島
に
は
、
農
作
物
に
大
き
な
被
害
を
与

え
る
ア
フ
リ
カ
マ
イ
マ
イ
や
さ
つ
ま
い
も
等
の
害
虫

で
あ
る
ア
リ
モ
ド
キ
ゾ
ウ
ム
シ
・
イ
モ
ゾ
ウ
ム
シ
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
害
虫
が
発
生
し
て
い

な
い
地
域
へ
広
が
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
、
さ
つ
ま

い
も
な
ど
の
一
部
の
植
物
は
、
植
物
防
疫
法
に
よ
り
、

持
ち
出
し
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
小
笠
原
諸
島
か
ら
内
地
へ
持
ち
出
さ
れ
る

観
葉
植
物
な
ど
の
鉢
植
え
植
物
に
つ
い
て
は
、
植
物

防
疫
官
（母
島
は
植
物
検
疫
補
助
員
）に
よ
り
、
ア
フ

リ
カ
マ
イ
マ
イ
が
付
着
し
て
い
な
い
こ
と
の
確
認
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
鉢
植
え
植
物
を
内
地
へ

持
ち
出
す
際
は
、
必
ず
植
物
防
疫
官
の
確
認
を
受
け

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

【
小
笠
原
諸
島
か
ら
持
ち
出
せ
な
い
も
の
】 

        

【
鉢
植
え
植
物
の
確
認
実
施
場
所
】 

          

●
問
合
せ
先 

 

 
 

小
笠
原
総
合
事
務
所
業
務
課 

２
―
２
１
４
５ 

 
 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp:/

/w
w
w
.m

aff.g
o.jp/

pps/ 

ア
フ
リ
カ
マ
イ
マ
イ 

ア
リ
モ
ド
キ
ゾ
ウ
ム
シ 

イ
モ
ゾ
ウ
ム
シ 

害 
 

虫 

ア
サ
ガ
オ
属
（
あ
さ
が
お
）、

イ
ポ
メ
ア
属
（
さ
つ
ま
い
も
、

こ
だ
ち
あ
さ
が
お
、
ぐ
ん
ば

い
ひ
る
が
お
）、
ヒ
ル
ガ
オ
属

植
物
の
生
茎
葉
お
よ
び
生
塊

根
等
の
地
下
部 

植 
 
 

物 

東
京
島
し
ょ 

農
協
小
笠
原 

母
島
支
店 

二
見
港 

船
客
待
合
所 

小
笠
原 

総
合
事
務
所 

場 

所 

母
島
で
は
植
物
検
疫
補
助
員
が 

 

植
物
の
確
認
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

手 

荷 

物 

携
帯
品
等 

ゆ
う
パ
ッ
ク 

宅 

配 

便 

対 

象 

物 

定
期
船
出
港
日 

 
 

出
港
１
時
間
前
〜 

平
日
（
午
前
８
時 

 
 
  

  

〜
午
後
５
時
） 

時 

間 
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母
島
巡
回
労
働
相
談 

  

小
笠
原
総
合
事
務
所
が
実
施
す
る
、
７
月
の
「
母

島
巡
回
労
働
相
談
」
の
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

当
日
、
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
方
は
、
電
話
に

よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。 

【
日
時
】
７
月
７
日
（月
）
午
後
５
時
〜
６
時 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館
２
階
会
議
室 

【
相
談
内
容
】 

○
労
働
条
件
（
労
働
時
間
、
賃
金
、
解
雇
等
） 

○
求
人
求
職
（
求
人
・
求
職
申
込
等
） 

○
労
災
保
険
（
加
入
、
労
災
給
付
等
） 

○
雇
用
保
険
（
加
入
、
失
業
給
付
等
） 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
総
合
事
務
所
２
―
２
１
０
２ 

 

環
境
省
母
島
事
務
所
の
開
設 

  

環
境
省
小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所
の
母
島
事
務

所
を
７
月
１
日
よ
り
開
設
し
ま
す
。
１
人
勤
務
の
た

め
、
不
在
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

【
場
所
】
母
島
静
沢 

【
電
話
】
３
―
２
５
７
７ 

 

●
問
合
せ
先 

 

環
境
省
小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所 

２
―
７
１
７
４ 

 

二
見
港
周
辺
の 

 

景
観
形
成
特
別
地
区
の
指
定 

 

 

東
京
都
で
は
、
父
島
二
見
港
周
辺
を
対
象
と
し
た

景
観
計
画
に
つ
い
て
こ
れ
ま
で
素
案
を
お
示
し
し
、

島
内
に
お
け
る
説
明
会
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。
こ

れ
を
踏
ま
え
、
今
般
、
景
観
形
成
特
別
地
区
と
し
て

指
定
し
、
平
成
20
年
７
月
１
日
よ
り
施
行
し
ま
す
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

美
し
い
自
然
環
境
と
も
調
和
し
た
景
観
を
創
出
す

る
た
め
、
建
築
物
の
高
さ
や
色
彩
、
屋
根
勾
配
等
の

基
準
を
定
め
る
と
と
も
に
、
亜
熱
帯
の
島
を
印
象
付

け
る
タ
マ
ナ
な
ど
の
樹
木
を
活
用
し
、
背
景
と
な
る

空
や
海
の
青
、
森
林
の
緑
に
溶
け
込
む
街
並
み
を
誘

導
し
ま
す
。 

今
回
の
特
別
地
区
の
指
定
に
伴
い
、
当
該
地
区
に

お
い
て
、
３
階
以
上
ま
た
は
延
べ
面
積
３
０
０
㎡
以

上
の
建
築
物
の
建
築
等
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
都

へ
の
届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
小
笠

原
村
役
場
に
事
前
相
談
し
た
う
え
で
、
小
笠
原
支
庁

土
木
課
へ
届
出
書
の
提
出
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 ●
問
合
せ
先 

 

東
京
都
都
市
整
備
局
市
街
地
企
画
課 

０
３
―
５
３
８
８
―
３
２
６
５ 

 

海
上
保
安
署
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 ◎
「
海
の
安
全
運
動
」
の
実
施 

海
上
保
安
庁
で
は
７
月
１
日
か
ら
８
月
31
日

ま
で
の
期
間
、
海
で
の
事
故
の
防
止
を
図
る
た
め

「
海
の
安
全
運
動
」
を
実
施
し
ま
す
。 

マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
を
行
う
際
は
次
の
こ
と
を
守

り
ま
し
ょ
う
。 

① 

海
に
行
く
前
に
天
気
や
潮
汐
を
確
認
し
ま 

 

し
ょ
う
。 

② 

単
独
行
動
は
避
け
、
連
絡
手
段
を
確
保
し
ま

し
ょ
う
。 

③ 

舶
を
出
す
前
に
運
航
前
点
検
を
確
実
に
行
い

ま
し
ょ
う
。 

④ 

舶
の
航
行
中
は
見
張
り
を
行
い
、
周
囲
を
確

認
し
ま
し
ょ
う
。 

⑤ 

ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
着
用
を
心
掛
け
ま 

し
ょ
う
。 

 
 ◎

感
謝
状
の
贈
呈 

平
成
20
年
６
月
９
日
、
小
笠
原
海
上
保
安
署

長
は
海
難
救
助
活
動
に
貢
献
し
た
次
の
６
名
の

方
々
へ
感
謝
状
を
贈
り
ま
し
た
。 

竹
内 

富
美
夫
さ
ん 

大
道 

和
彦 

さ
ん 

冨
田 

益
生 

さ
ん 

福
寿 

兼
央 

さ
ん 

鬼
頭 

直
美 

さ
ん 

高
岩 

和
慶 

さ
ん 

 
 

６
名
は
、
５
月
４
日
父
島
ブ
タ
海
岸
付
近
に
お

い
て
満
潮
に
よ
り
磯
場
に
孤
立
し
た
未
成
年
の
兄

弟
２
名
を
海
上
保
安
署
職
員
と
協
力
し
無
事
救
助

し
ま
し
た
。 

                

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
上
保
安
署
２
―
７
１
１
８ 

海
の
も
し
も
は
１
１
８
番
！ 

 

東
京
都
自
然
ガ
イ
ド
講
習
会 

 

東
京
都
自
然
ガ
イ
ド
新
規
認
定
講
習
会
を
次
の
と

お
り
実
施
す
る
予
定
で
す
。
受
講
希
望
者
の
状
況
把

握
の
た
め
、
受
講
を
検
討
さ
れ
て
い
る
方
は
、
仮
申

し
込
み
を
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
な
お
、
申
し
込
み
人
数
に
よ
り
、
実
施

し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

【
日
程
】
９
月
下
旬
〜
10
月
中
旬 

 
 
 

（
こ
の
期
間
の
う
ち
６
日
間
程
度
） 

 

※
こ
の
日
程
の
ほ
か
、
１
日
現
地
講
習
が
あ
り 

ま
す
。 

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
来
月
以
降
の
村
民
だ
よ
り

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

【
対
象
者
】
平
成
21
年
４
月
１
日
時
点
で
小
笠
原
村

に
１
年
以
上
在
住
の
18
歳
以
上
の
方 

【
仮
申
込
方
法
】
電
話
ま
た
は
小
笠
原
支
庁
土
木
課

自
然
公
園
係
窓
口 

【
仮
申
込
締
切
】
７
月
14
日
（月
） 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

小
笠
原
支
庁
土
木
課
自
然
公
園
係 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
２
１
２
３ 

 

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
お
知
ら
せ 

 

◎
特
別
展
「
世
界
自
然
遺
産
展 

〜
世
界
自
然
遺
産
登
録
を
目
指
し
て
」 

 
 

小
笠
原
諸
島
の
自
然
の
豊
か
さ
と
遺
産
価
値
、

登
録
に
向
け
て
の
課
題
や
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。 

【
期
間
】
７
月
10
日
（木
）ま
で
の
入
港
中
と 

 
 
 
 

８
月
22
日
（金
）ま
で
の
毎
日
開
催 

 

◎
夏
展
「
エ
コ
・
ク
ラ
フ
ト
展
」 

 
 

も
と
も
と
島
に
は
な
く
、
い
つ
の
間
に
か
定
着

し
た
も
の
た
ち
の
こ
と
を
知
ろ
う
。 

【
期
間
】 

７
月
10
日
（木
）〜
９
月
22
日
（月
）の
入
港
中 

 
 

た
だ
し
、
８
月
28
日
（木
）ま
で
は
毎
日
開
催 

 

※
開
館
時
間
や
イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
は
、
街
中
の
ポ

ス
タ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

◎
講
演
会
「
南
太
平
洋
の
カ
ヌ
ー
文
化
と
小
笠
原
」 

 
 

南
太
平
洋
に
お
け
る
カ
ヌ
ー
の
多
様
性
や
小
笠

原
で
の
発
展
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。 

【
日
時
】
７
月
24
日
（木
）
午
後
７
時
〜 

【
場
所
】
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
新
館
多
目
的
室 

【
講
師
】
後
藤 

明
教
授
（南
山
大
学
人
文
学
部
） 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
支
庁
土
木
課
自
然
公
園
係 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
２
１
２
３ 

感謝状の贈呈 
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東
京
三
弁
護
士
会
に
よ
る
法
律
相
談 

 
東
京
三
弁
護
士
会
主
催
に
よ
る
法
律
相
談
を
開
催

し
ま
す
。
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機

会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
（
予
約
が
必
要
で
す
。
） 

 

【
相
談
内
容
・
時
間
】 

 
 

無
料
一
般
相
談
（１
コ
マ
40
分
以
内
） 

 

【
母
島
】 

《
日
時
》
７
月
10
日
（木
）
午
後
７
時
〜
９
時 

 

《
場
所
》
母
島
支
所
２
階
小
会
議
室 

 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
７
月
11
日
（金
）
午
後
３
時
〜
５
時 

 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
会
議
室 

 

【
予
約
受
付
時
間
】 

 
 

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時 

（
土
日
・
祝
日
お
よ
び
正
午
〜
午
後
１
時
を
除
く
） 

 

【
主
催
】
東
京
弁
護
士
会 

 
 
 
 

第
一
東
京
弁
護
士
会 

 
 
 
 

第
二
東
京
弁
護
士
会 

●
問
合
せ
・
予
約
電
話
番
号 

 
 

法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

０
３
―
３
５
９
５
―
８
５
７
５ 

 

電
話
に
よ
る
無
料
法
律
相
談 

 

第
二
東
京
弁
護
士
会
主
催
の
電
話
無
料
法
律
相
談

を
島
し
ょ
地
区
住
民
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。 

 

【
相
談
内
容
】
無
料
一
般
相
談 

【
日 

 

程
】
７
月
25
日
（金
） 

【
実
施
時
間
】
午
前
10
時
〜
正
午 

（
１
件
あ
た
り
概
ね
20
分
） 

事
前
の
予
約
は
不
要
で
す
が
、
相
談
の
電
話
が
込

み
合
う
こ
と
も
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
事
前
予
約
も

受
け
付
け
ま
す
。
事
前
予
約
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

６
月
23
日
（水
）ま
で
に
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
・
予
約
電
話
番
号 

 
 

第
二
東
京
弁
護
士
会
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

０
３
―
３
５
９
２
―
１
８
５
５ 

７
月
の
燃
料
油
価
格
変
動
調
整
金 

   

７
月
の
調
整
金
を
含
む
運
賃
（旅
客
・貨
物
）は
、
次

の
と
お
り
で
す
。 

翌
月
以
降
の
調
整
金
に
つ
い
て
は
、
直
接
営
業
所

（２
―
２
１
１
１
）ま
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

※
（  

）内
は
変
動
調
整
額 

◎
は
は
じ
ま
丸 

【
旅
客
運
賃
】 

《
１
等
》
大
人 

９
２
６
０
円
（
＋
１
７
０
０
円
） 

小
人 

４
６
３
０
円
（
＋
８
５
０
円
） 

《
２
等
》
大
人 

４
６
３
０
円
（
＋
８
５
０
円
） 

小
人 

２
３
２
０
円
（
＋
４
３
０
円
） 

《
村
民
割
引
（往
復
）
２
等
利
用
》 

大
人 

６
０
２
０
円
（
＋
１
１
０
０
円
） 

小
人 

３
０
２
０
円
（
＋
５
６
０
円
） 

【
貨
物
運
賃
】 

 

《
１
等
品
》
９
１
５
３
円
（
＋
１
０
８
９
円
） 

《
２
等
品
》
８
５
８
１
円
（
＋
１
０
２
１
円
） 

《
３
等
品
》
８
０
０
９
円
（
＋
９
５
３
円
） 

 

《
小
口
貨
物
（１
口
）
》 

 
 
 

０
・１
０
ト
ン
以
下 

 
  

 

９
１
７
円
（
＋
109
円
） 

 
 
 

０
・０
７
５
ト
ン
以
下 
６
９
１
円
（
＋
82
円
） 

 

●
問
合
せ
先 

伊
豆
諸
島
開
発
（株
） 

０
３
―
３
４
５
５
―
３
０
９
０  

◎
お
が
さ
わ
ら
丸
（夏
期
料
金
） 

【
旅
客
運
賃
】 

《
２

等
》
２
万
８
１
１
０
円
（
＋
３
０
１
０
円
） 

 
 

 

小
人 

１
万
４
０
６
０
円
（
＋
１
５
１
０
円
） 

《
特
２
等
》
４
万
０
７
５
０
円
（
＋
４
３
７
０
円
） 

 
 

 

小
人 

２
万
０
３
８
０
円
（
＋
２
１
９
０
円
） 

《
１

等
》
５
万
６
２
１
０
円
（
＋
６
０
２
０
円
） 

 
 

 

小
人 

２
万
８
１
１
０
円
（
＋
３
０
１
０
円
） 

《
特
１
等
》
６
万
４
１
１
０
円
（
＋
６
８
７
０
円
） 

 
 

 

小
人 

３
万
２
０
７
０
円
（
＋
３
４
４
０
円
） 

《
特

等
》
７
万
０
３
２
０
円
（
＋
７
５
３
０
円
） 

 
 

 

小
人 

３
万
５
１
７
０
円
（
＋
３
７
７
０
円
） 

《
２
等
（学
割
）》
２
万
２
４
９
０
円
（
＋
２
４
１
０
円
） 

《
村
民
割
引
（往
復
）
２
等
利
用
》 

３
万
７
９
３
０
円
（
＋
４
０
７
０
円
） 

【
貨
物
運
賃
】 

 

《
１
等
品
》
１
万
６
４
２
０
円
（
＋
１
２
１
６
円
） 

《
２
等
品
》
１
万
５
２
８
６
円
（
＋
１
１
３
２
円
） 

《
３
等
品
》
１
万
４
０
６
２
円
（
＋
１
０
４
２
円
） 

《
小
口
貨
物
（１
口
）
》 

 
 
 

０
・１
０
ト
ン
以
下   

１
６
４
５
円
（
＋
122
円
） 

 
 
  

 

０
・０
７
５
ト
ン
以
下 

１
２
２
５
円
（
＋
91
円
） 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
運
（株
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

０
３
―
３
４
５
１
―
５
１
７
１ 

 

ド
ル
フ
ィ
ン
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ 

・
ス
イ
ム
の
自
主
ル
ー
ル 

 

小
笠
原
村
観
光
協
会
で
は
イ
ル
カ
の
生
息
環
境
に

配
慮
し
、
お
客
様
に
安
全
な
ツ
ア
ー
を
提
供
す
る
為

に
、
ド
ル
フ
ィ
ン
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
・
ス
イ
ム
の
自
主

ル
ー
ル
を
設
け
て
実
施
し
て
い
ま
す
。 

世
界
で
も
有
数
の
恵
ま
れ
た
イ
ル
カ
の
ウ
ォ
ッ
チ

ン
グ
ポ
イ
ン
ト
を
守
る
た
め
村
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

① 

ひ
と
つ
の
群
れ
に
ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
る
船
は
、

船
の
大
小
を
問
わ
ず
４
隻
ま
で
と
す
る
。 

（
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
の
み
の
場
合
も
含
ま
れ
る
） 

② 

２
隻
以
上
の
船
が
ひ
と
つ
の
群
れ
に
重
な
っ
た

場
合
は
、
水
中
へ
の
エ
ン
ト
リ
ー
回
数
を
１
隻

に
つ
き
５
回
以
下
と
す
る
。 

※
た
だ
し
、
必
ず
し
も
５
回
ま
で
可
能
と
い
う
こ

と
で
は
な
く
、
そ
の
時
の
イ
ル
カ
の
状
況
や
他

船
へ
の
配
慮
を
考
え
る
こ
と
。 

 

●
問
合
せ
先 
小
笠
原
村
観
光
協
会 

２
―
２
５
８
７ 

 

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

実
行
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

◎
大
花
火
大
会
広
告
料
お
よ
び 

寄
付
金
ご
協
賛
の
お
願
い 

  

小
笠
原
の
夏
の
夜
空
を
彩
る
『
大
花
火
大
会
』
が

今
年
は
８
月
10
日
（日
）に
開
催
さ
れ
ま
す
。 

 

花
火
打
ち
上
げ
費
用
は
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
協

賛
広
告
料
（
一
口
１
万
円
）
と
村
か
ら
の
補
助
金
に 

よ
っ
て
賄
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
ご
協
賛
い
た
だ
い
た

方
々
の
お
名
前
は
盆
踊
り
会
場
に
掲
示
し
、
花
火
打

ち
上
げ
前
に
場
内
放
送
し
ま
す
。
お
名
前
の
放
送
に

あ
た
っ
て
は
メ
ッ
セ
ー
ジ
付
き
も
受
け
付
け
て
お
り

ま
す
の
で
、
お
誕
生
日
の
お
祝
い
や
お
店
の
Ｐ
Ｒ
な

ど
に
も
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

 

ま
た
、
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
全
体
へ
の
寄
付

金
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。 

 

昨
年
に
負
け
な
い
大
き
な
花
火
で
小
笠
原
の
夏
の

夜
空
を
大
輪
の
華
で
彩
れ
る
よ
う
、
村
民
の
皆
様
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

【
イ
ベ
ン
ト
日
程
】 

 
 

                    

◎
夜
店
出
店
者
募
集 

９月 ８月 

東
風
（

Kochi

） 

ラ
イ
ブ
（母
島
） 

東
風
と
オ
ハ
ナ
の 

ジ
ョ
イ
ン
ト
ラ
イ
ブ 

東
風
（

Kochi

） 

ラ
イ
ブ
（父
島
）

 

ビ
ー
チ
バ
レ
ー
大
会 

野
外
映
画
会 

南
洋
踊
り 

＆
Ｋ
Ａ
Ｋ
Ａ 

ウ
ミ
ガ
メ
放
流 

大
花
火
大
会 

盆
踊
り
大
会 

星
空
観
望
会 

小
笠
原 

Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｍ
Ｉ
Ｎ 

シ
マ
ア
ジ
放
流 

８
日
（月
） 

７
日
（日
） 

６
日
（土
） 

23
日
（土
） 

15
日
（金
）、
29
日
（金
） 

20
日
（水
）、
26
日
（火
） 

６
日
（水
）、
14
日
（木
）、 

20
日
（水
） 

10
日
（日
） 

９
日
（土
）〜
11
日
（月
） 

６
日
（水
）、
17
日
（日
） 

２
日
（土
） 

１
日
（金
） 
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サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
０
７
の
各
イ
ベ
ン

ト
に
夜
店
出
店
を
希
望
さ
れ
る
方
を
募
集
し
ま
す
。 

【
申
込
受
付
期
間
】
７
月
21
日
（月
）〜
31
日
（木
） 

【
申
込
方
法
】 

 
 

販
売
品
目
、
代
表
者
名
、
連
絡
先
住
所
、
電
話

番
号
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

※
出
店
の
内
容
に
よ
り
品
目
お
よ
び
場
所
を
事
前

調
整
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

【
申
込
先
】 

福
本
信
孝 

２
―
３
９
５
３ 
ま
た
は 

 
 
 
 
 
 
 

０
９
０
―
２
２
１
８
―
０
６
４
１ 

○
な
お
、
盆
踊
り
へ
の
出
店
申
し
込
み
を
さ
れ
た

方
は
保
健
所
に
て
説
明
会
を
行
い
ま
す
。 

《
日
時
》
８
月
６
日
（水
）
午
後
６
時
〜
（予
定
） 

【
対
象
イ
ベ
ン
ト
】 

小
笠
原
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｍ
Ｉ
Ｎ 

盆
踊
り
大
会 

野
外
映
画
会 

 
 

東
風
ラ
イ
ブ 

 
 

東
風
と
オ
ハ
ナ
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
ラ
イ
ブ 

※
会
場
は
い
ず
れ
も
お
祭
り
広
場
で
す
。 

 

◎
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
！ 

  

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
村
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ス
タ
ッ
フ
の
手
で
支
え
ら
れ
運
営
さ
れ
て
い
ま 

す
。 そ

こ
で
一
緒
に
イ
ベ
ン
ト
を
作
り
上
げ
て
い
く
ス

タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
好
き
な
あ
な
た

の
力
を
待
っ
て
い
ま
す
。
内
容
に
つ
い
て
は
事
務
局

ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
事
務
局 

（
小
笠
原
村
観
光
協
会
内
）
２
―
２
５
８
７ 

   

小
笠
原
高
校
公
開
講
座 

「
初
め
て
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
」 

 

【
日
時
】
８
月
16
日
（土
）、
17
日
（日
）、 

23
日
（土
）、
24
日
（日
）、 

30
日
（土
） 

 
 
 
 

午
後
６
時
〜
８
時 

【
場
所
】
小
笠
原
高
校
体
育
館 

【
対
象
者
】
初
心
者
（
初
め
て
ラ
ケ
ッ
ト
を
握
る
方
、

バ
ト
ミ
ン
ト
ン
を
始
め
た
い
と
思
う
方
を
中

心
と
し
た
内
容
） 

【
定
員
】
20
名 

【
費
用
】 

 

○
受
講
料 

１
０
０
０
円 

 

※
事
前
に
納
付
い
た
だ
き
ま
す
。 

 
○
シ
ャ
ト
ル
、
保
険
代 

１
０
０
０
円 

 

※
初
回
に
徴
収
し
ま
す
。 

【
そ
の
他
】 

 
 

当
日
は
、
運
動
で
き
る
靴
（体
育
館
内
で
使
用
で

き
る
上
履
き
）を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

【
申
込
締
切
】
７
月
10
日
（木
） 

【
申
込
方
法
】 

①
住
所 

②
氏
名 
③
年
齢 

④
電
話
番
号 

⑤
経
験
の
有
無
、
ラ
ケ
ッ
ト
の
有
無
を
明
記
の
上
、

小
笠
原
高
校
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
高
校 

 
 
 
 
 

 

２
―
２
３
４
６ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

２
―
２
３
４
１ 

 

第
１
３
０
回 

 

創
造
性
教
室
・
参
加
者
募
集
！ 

 

創
造
性
教
室
（本
部
・
愛
知
県
犬
山
市
）の
「小
笠

原
（
21
）キ
ャ
ン
パ
ス
」を
夏
休
み
に
開
校
し
ま
す
。

内
地
の
子
ど
も
た
ち
と
の
「友
情
の
ふ
れ
合
い
」を
願

う
「小
笠
原
っ
子
」の
参
加
を
募
集
し
ま
す
。 

参
加
経
験
の
あ
る
子
も
、
初
め
て
の
子
も
大
歓
迎

で
す
。
ま
た
、
今
ま
で
に
参
加
経
験
の
あ
る
高
校
生

の
「ス
タ
ッ
フ
参
加
」も
募
集
し
ま
す
。
奮
っ
て
参
加

く
だ
さ
い
。 

【
開
校
目
的
】 

歩
行
ラ
リ
ー
と
素
も
ぐ
り
を
通
じ
て
、
事
実
か

ら
学
ぶ
目
を
養
い
な
が
ら
、
心
の
通
い
合
う
友
情

を
育
て
ま
す
。 

【
日
時
】
８
月
７
日
（木
）〜
10
日
（日
）の
３
泊
４
日 

【
場
所
】
合
宿
場
所
「
小
笠
原
小
中
学
校
体
育
館
」 

【
募
集
数
】
約
20
名 

※
先
着
順 

内
地
か
ら
参
加
す
る
子
ど
も
も
約
20
名
で
す
。 

【
対
象
】 

小
学
校
３
年
生
以
上
〜
中
学
生
〜
高
校
生 

ま
で 

【
参
加
費
】
１
万
円 

（開
校
当
日
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
） 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

相
原
２
―
２
７
０
５
、
吉
山
２
―
３
４
４
３
（７

月
19
日
ま
で
）、
高
岩
２
―
２
７
１
９
、
佐
々
木

２
―
２
７
４
８ 

 

 

島
で
あ
そ
び
隊
！ 

 

【
昆
虫
を
探
し
て
み
隊
！
】
※
抽
選 

雨
天
中
止 

 

〜
父
島
で
あ
ま
り
見
な
く
な
っ
た
昆
虫
を 

兄
島
で
探
し
て
み
よ
う
！
〜 

《
日
時
》
７
月
13
日
（日
） 

午
前
７
時
45
分
〜
午
後
３
時
30
分 

 
 【

磯
あ
そ
び
が
し
た
い
！
】
※
抽
選 

雨
天
中
止 

 
〜
大
潮
の
日
に
磯
に
行
っ
て
み
よ
う
！ 

ど
ん
な
発
見
が
あ
る
か
な
？
〜 

《
日
時
》
７
月
21
日
（月
）
祝
日 

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分 

 
 【

海
上
保
安
官
に
な
り
隊
！
】
※
抽
選 

 
 

〜
仕
事
を
体
験
し
な
が
ら
、 

海
に
つ
い
て
知
ろ
う
！
〜  

《
日
時
》
８
月
24
日
（日
） 

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分 

 

※
天
候
に
よ
る
変
更
の
他
、
海
難
事
故
な
ど
に 

よ
っ
て
の
延
期
８
月
29
日
（金
）
ま
た
は
中
止

の
場
合
も
あ
り
ま
す
。 

 

【
予
約
方
法
】
  

用
紙
で
の
応
募
と
な
り
、
電
話
で
の
予
約
は
で

き
ま
せ
ん
。 

【
申
込
締
切
】
７
月
４
日
（金
）  

※
詳
細
は
、
島
で
あ
そ
び
隊
チ
ラ
シ
に
て
ご
確
認
く

だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

Ｂ
Ｉ
Ｏ
あ
そ
び
隊
事
務
局 

 

０
９
０
｜
５
２
０
３
―
６
７
５
９ 

     

乳
幼
児
健
診
・
歯
科
健
診
（父
島
） 

 
 

対
象
者
の
方
に
は
、
個
別
通
知
を
い
た
し
ま
す
。 

６
歳
未
満
の
乳
幼
児
で
健
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

お
手
数
で
す
が
、
事
前
に
電
話
で
の
予
約
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
（
８
月
の
乳
幼
児
健
診
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
） 

【
対
象
者
】
４
か
月
、
６
，
７
か
月
、 

９
，
10
か
月
、
1
歳
６
か
月
、 

２
歳
６
か
月
（歯
科
健
診
の
み
）
、 

３
歳
の
乳
幼
児 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
７
月
10
日
（木
） 

《
受
付
時
間
》
午
後
２
時
〜
３
時 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 
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専
門
診
療 

 

◎
産
科
・
婦
人
科 

【
母
島
】 

《
日
時
》
７
月
24
日
（木
）
午
前
・
午
後 

《
受
付
時
間
》 
午
前
８
時
30
分
〜
11
時 

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分 

午
後
は
一
部
に
予
約
分
の
妊
婦
健
診
が
あ
り
ま
す
。 

《
場
所
》
母
島
診
療
所 

【
父
島
】
（
※
午
後
は
要
予
約
） 

《
日
時
》
７
月
26
日
（土
）
午
前 

 
 
 
 
 
 
 

27
日
（日
）
午
前 

 
 
 
 
 
 

28
日
（月
）
午
前 

《
受
付
時
間
》
午
前
８
時
30
分
〜
11
時 

（
受
付
表
は
午
前
８
時
か
ら
記
入
で
き
ま
す
。
） 

※
午
後
は
予
約
制
と
な
り
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、

平
日
（水
曜
日
を
除
く
）の
午
後
１
時
30
分
〜

５
時
の
間
に
助
産
師
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
予
約
電
話
は
開
催
中
も
随
時
受
け
付

け
て
い
ま
す
。 

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所 

 ●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

２
―
３
８
０
０ 

 
 
 
 
 
 

母
島
診
療
所 

 
 

３
―
２
１
１
５ 

     

世
界
自
然
遺
産
の
コ
ー
ナ
ー 

 

【
観
光
の
視
点
か
ら
見
た
世
界
自
然
遺
産
Ⅱ
】 

 

前
月
号
で
は
、
観
光
地
と
し
て
の
日
本
の
世
界
自

然
遺
産
に
つ
い
て
、
す
で
に
指
定
さ
れ
て
い
る
他
地

域
を
参
考
に
ふ
れ
て
き
ま
し
た
。
今
月
号
は
そ
の
続

き
で
す
。 

３ 

世
界
自
然
遺
産
登
録
へ
の
プ
ロ
セ
ス
の
問
題
点 

 
 

世
界
自
然
遺
産
は
登
録
す
る
こ
と
が
ゴ
ー
ル

（目
的
）で
は
な
く
、
登
録
に
向
け
て
の
プ
ロ
セ
ス

（過
程
）が
重
要
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
世

界
遺
産
加
盟
国
に
は
、
遺
産
の
す
べ
て
を
守
る
義

務
が
課
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

こ
の
こ
と
か
ら
、
世
界
自
然
遺
産
を
ツ
ー
ル
と

し
て
使
い
な
が
ら
、
新
し
い
取
り
組
み
を
展
開
さ

せ
る
た
め
に
、
よ
り
多
く
の
人
を
巻
き
込
ん
だ
議

論
を
行
う
プ
ロ
セ
ス
が
重
要
で
、
遺
産
登
録
は
こ

の
プ
ロ
セ
ス
に
大
き
な
価
値
を
持
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

前
号
で
の
屋
久
島
、
白
神
と
知
床
の
観
光
客
数

の
推
移
の
違
い
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
登
録
ま

で
の
プ
ロ
セ
ス
で
知
床
を
検
証
す
る
と
、
知
床
の

遺
産
登
録
後
の
観
光
客
数
の
増
が
短
期
間
に
限
ら

れ
た
理
由
の
１
つ
と
し
て
、
登
録
後
に
遺
産
地
域

を
ど
の
よ
う
に
利
用
し
て
い
く
か
と
い
う
中
・
長

期
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
の
構
築
が
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ

た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。 

 
 

知
床
で
は
、
観
光
船
を
使
っ
た
海
か
ら
の
観
光

や
、
知
床
五
湖
の
一
部
と
羅
臼
湖
の
ツ
ア
ー
な
ど
、

観
光
客
の
利
用
が
限
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
安
易
な
ル
ー
ト
の
多
様
化
は
望
ま
し
い
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
登
録
後
に
知
床
地
域
全
体
を

ど
の
よ
う
に
観
光
利
用
し
保
全
し
て
い
く
か
と
い

う
管
理
者
側
の
充
分
な
議
論
が
重
要
と
な
り
、

中
・
長
期
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
が
不
可
欠
な
の
で
す
。

知
床
で
は
、
遺
産
登
録
ま
で
の
準
備
期
間
に
、
こ

う
し
た
議
論
が
決
定
的
に
不
足
し
て
い
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
。 

 
 

し
か
し
、
新
た
な
ル
ー
ト
の
開
拓
は
必
ず
し
も

容
易
な
こ
と
で
な
く
、
安
易
に
行
う
べ
き
も
の
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
く
ま
で
、
自
然
資
源
の
保
全

と
持
続
的
利
用
を
考
慮
し
な
が
ら
進
め
る
べ
き
で

あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
質
の
高
い
ガ
イ
ド
の
存
在

が
重
要
な
要
素
と
な
り
ま
す
。 

 

４ 

世
界
自
然
遺
産
に
お
け
る
資
源
管
理 

 
 

世
界
自
然
遺
産
地
域
に
お
け
る
従
来
の
観
光
で

は
、
資
源
そ
の
も
の
が
持
っ
て
い
る
「観
光
経
済
的

な
価
値
」が
そ
の
ま
ま
発
揮
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
遺
産
登
録
後
の
保
全
・
利
用
の
ビ
ジ
ョ
ン

が
き
ち
ん
と
確
立
し
て
い
な
い
状
態
で
観
光
利
用

を
行
っ
た
た
め
に
、
無
計
画
な
開
発
が
進
ん
だ
り
、

不
適
切
な
利
用
に
よ
る
ゴ
ミ
の
散
乱
が
起
こ
っ
た

り
し
問
題
に
な
る
場
合
が
多
い
の
で
す
。 

 
 

地
域
経
済
の
振
興
の
た
め
に
世
界
自
然
遺
産
を

活
用
す
る
に
は
、
資
源
管
理
と
観
光
を
ど
の
よ
う

に
結
び
付
け
ら
れ
る
か
が
問
わ
れ
ま
す
。
そ
こ
で

は
、
資
源
の
本
来
的
な
観
光
経
済
価
値
を
損
ね
る

こ
と
な
く
、
さ
ら
に
価
値
を
付
加
さ
せ
て
活
用
す

る
積
極
的
管
理
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

 
 

積
極
的
管
理
と
は
、
資
源
の
観
光
経
済
的
価
値

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
作
業
で
あ
り
、
資
源
状
態

の
適
正
化
、
観
光
状
況
の
適
正
化
、
自
然
ガ
イ
ド

の
案
内
と
解
説
に
よ
る
情
報
価
値
の
付
加
の
３
つ

の
視
点
が
重
要
と
な
り
ま
す
。 

 
 

こ
れ
ら
３
つ
の
視
点
に
基
づ
く
資
源
の
積
極
的

管
理
は
観
光
客
に
対
し
て
よ
り
大
き
な
教
育
的
効

果
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
は
、
大
き
な

感
動
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
結
果
、
観
光

消
費
の
増
大
が
期
待
さ
れ
と
と
も
に
持
続
的
な
島

内
経
済
の
発
展
に
つ
な
が
っ
て
く
る
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。 

 

５ 

ま
と
め 

 
 

２
か
月
に
わ
た
り
遺
産
登
録
後
の
観
光
の
あ
り

方
と
世
界
自
然
遺
産
に
つ
い
て
、
他
地
域
の
実
例

の
も
と
将
来
の
小
笠
原
が
進
む
べ
き
方
向
性
と
対

策
を
述
べ
て
き
ま
し
た
。 

 
 

昨
年
、
危
機
遺
産
リ
ス
ト
に
入
れ
ら
れ
た
ガ
ラ

パ
ゴ
ス
諸
島
か
ら
学
ぶ
も
の
も
多
く
、
そ
こ
で
は

観
光
管
理
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
観
光
を
め
ぐ
っ

て
多
く
の
人
た
ち
が
新
た
な
島
民
と
な
り
、
人
口

増
加
に
伴
い
環
境
が
悪
化
し
ま
し
た
。
「自
然
保
護

が
進
め
ら
れ
て
い
る
」と
い
う
建
前
の
も
と
、
実
は

目
に
見
え
な
い
と
こ
ろ
で
行
わ
れ
て
い
る
“
嘘
”

が
表
面
化
し
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
危
機
遺
産
と

い
う
結
果
を
招
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

 
 

小
笠
原
で
こ
の
よ
う
な
結
果
を
招
か
な
い
た
め

に
も
、
地
域
住
民
と
島
内
関
連
団
体
、
自
然
ガ
イ

ド
、
行
政
、
研
究
者
の
連
携
を
強
く
し
、
各
々
で

の
意
見
や
警
告
を
尊
重
し
な
が
ら
持
続
的
な
島
の

発
展
を
目
指
し
て
い
け
ば
、
理
想
的
な
遺
産
地
域

の
管
理
形
態
が
出
来
る
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。 

《
引
用
文
献
》 

渡
辺
悌
二
、
海
津
ゆ
り
え
、
可
知
直
毅
、
寺
崎

竜
雄
、
野
口 

健
・
吉
田
正
人
（２
０
０
８
）観
光

の
視
点
か
ら
み
た
世
界
自
然
遺
産
．
地
球
環
境, 

1
3 N

o. 1,12
3-

13
2.

よ
り
抜
粋 

 
 ●

問
合
せ
先 

総
務
課
企
画
政
策
室
２
―
３
１
１
１ 

 

ア
カ
ポ
ッ
ポ
探
検
隊 

 

第
４
回
「
タ
コ
ヅ
ル
の
屋
根
の
下
」 

 

家
は
屋
根
付
き
一
戸
建
て
に
限
り
ま
す
。
ア
カ
ポ

ッ
ポ
一
家
の
邸
宅
は
、
タ
コ
ヅ
ル
の
屋
根
を
持
つ
こ

と
が
多
い
よ
う
で
す
。
父
島
で
も
母
島
で
も
、
多
く

の
巣
が
タ
コ
ヅ
ル
の
藪
の
中
で
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。 

と
こ
ろ
が
、
沖
縄
県
与
那
国
島
の
カ
ラ
ス
バ
ト
は
、

覆
い
の
な
い
岩
上
で
の
営
巣
が
観
察
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
も
、
小
笠
原
で
は
冬
に
、
与
那
国
島
で
は
夏
に

繁
殖
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
じ
亜
熱
帯
気
候
の

下
で
、
何
が
違
う
の
で
し
ょ
う
か
。 

           

実
は
、
屋
根
は
日
よ
け
・
雨
よ
け
で
は
な
く
、
捕

食
者
よ
け
の
よ
う
で
す
。
タ
コ
ヅ
ル
の
屋
根
は
、
上

か
ら
襲
い
来
る
猛
禽
類
か
ら
の
目
隠
し
に
な
り
ま
す
。

ア
カ
ポ
ッ
ポ
は
オ
ガ
サ
ワ
ラ
ノ
ス
リ
の
襲
来
に
怯
え

ア
カ
ポ
ッ
ポ 

＝
ア
カ
ガ
シ
ラ
カ
ラ
ス
バ
ト
の
愛
称 
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て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
冬
に
繁
殖
す
る
の
は
、
そ
の

時
期
に
ア
カ
ポ
ッ
ポ
の
食
物
で
あ
る
種
子
の
量
が
多

い
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
与
那
国
島
で
は
、
カ
ラ

ス
バ
ト
を
襲
う
よ
う
な
ワ
シ
タ
カ
は
繁
殖
し
て
い
な

い
た
め
、
空
へ
の
警
戒
は
不
要
で
す
。 

 
 

し
か
し
、
冬
に
は
渡
り
鳥
と
し
て
ハ
ヤ
ブ
サ
な
ど

が
来
る
た
め
、
繁
殖
は
夏
の
方
が
安
全
で
す
。 

ほ
ん
と
は
紫
外
線
を
気
に
し
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い

で
す
か
っ
て
？ 

赤
い
頭
が
黒
く
日
焼
け
し
な
い
の

も
、
タ
コ
ヅ
ル
の
お
か
げ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。 

森
林
総
合
研
究
所 

主
任
研
究
員 

川
上
和
人 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
教
育
委
員
会 

 
 

２
―
３
１
１
７  

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ 

 
 
 

 

協
会
（
Ｏ
Ｗ
Ａ
）
の
コ
ー
ナ
ー 

 

小
笠
原
で
暮
ら
す
イ
ル
カ
た
ち 

パ
ー
ト
48 

 
 

「
親
離
れ
は
い
つ
？
」 

 

背
び
れ
に
小
さ
な
傷
が
２

つ
あ
る
ミ
ナ
ミ
ハ
ン
ド
ウ
イ

ル
カ
（
＃
67
）
は
、
生
ま
れ

て
間
も
な
い
と
思
わ
れ
る
子

イ
ル
カ
を
連
れ
て
い
る
の
が

２
０
０
５
年
６
月
に
確
認
さ

れ
ま
し
た
。
以
来
３
年
間
、

子
イ
ル
カ
と
一
緒
に
い
る
と

こ
ろ
が
観
察
さ
れ
て
き
ま
し

た
が
、
今
年
の
５
月
31
日
に

観
察
し
た
時
に
は
子
イ
ル
カ

の
姿
が
近
く
に
見
当
た
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
ミ
ナ
ミ
ハ
ン

ド
ウ
イ
ル
カ
は
生
後
３〜

４
年
で
親
離
れ
す
る
個
体

が
多
い
と
い
わ
れ
て
お
り
、
お
そ
ら
く
こ
の
子
イ
ル

カ
も
親
離
れ
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 

し
か
し
、
小
笠
原
の
ミ
ナ
ミ
ハ
ン
ド
ウ
イ
ル
カ
の

中
に
は
も
う
す
ぐ
５
才
に
な
る
イ
ル
カ
が
ま
だ
母
イ

ル
カ
と
一
緒
に
い
る
の
も
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
最

近
で
は
母
イ
ル
カ
か
ら
離
れ
て
泳
い
で
い
る
時
も
あ

る
の
で
、
こ
の
子
イ
ル
カ
も
そ
ろ
そ
ろ
親
離
れ
を
す

る
時
期
が
近
づ
い
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
協
会 

２
―
３
２
１
５  

海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

そ
の
85 

 

―
ウ
ミ
ガ
メ
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
報
告 

５
月
15
日
〜
17
日
に
か
け
て
開
催
さ
れ
た
ウ
ミ

ガ
メ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
い
て
、
昨
年
実
施
し
た
ウ

ミ
ガ
メ
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
当
日
は
70
名
ほ
ど
の
皆
様
に
お
集
ま
り

い
た
だ
き
、
村
民
と
観
光
客
の
観
点
か
ら
見
た
今
後

の
保
全
活
動
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
結
果
を
お
話

し
ま
し
た
。 

○
夜
間
の
海
岸
利
用
は
村
民
・
観
光
客
共
に
あ
り
、

特
に
観
光
客
に
と
っ
て
は
重
要 

○
ウ
ミ
ガ
メ
情
報
普
及
率
は
村
民
・
観
光
客
共
に
７

割
程
度 

○
ウ
ミ
ガ
メ
や
小
笠
原
で
の
保
全
活
動
に
対
す
る

意
識
は
、
村
民
・
観
光
客
共
に
高
い 

○
村
民
の
半
分
以
上
が
海
岸
へ
の
自
由
な
立
ち
入

り
は
問
題
で
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。 

○
今
後
、
海
岸
利
用
が
増
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
何
ら

か
の
対
策
を
立
て
て
い
く
べ
き
だ
と
す
る
村
民
が

７
割
以
上 

○
海
岸
で
の
行
動
の
み
の
規
制
（カ
メ
に
近
づ
か
な

い
、
触
ら
な
い
、
懐
中
電
灯
を
使
用
し
な
い
、
な

ど
）
に
比
べ
る
と
、
海
岸
へ
の
立
ち
入
り
規
制
は

支
持
率
が
低
い 

○
海
岸
へ
の
立
ち
入
り
規
制
が
厳
し
い
ほ
ど
、
対
策

案
へ
の
支
持
率
が
低
く
な
る
。 

 

こ
の
よ
う
な
結
果
を
踏
ま
え
て
、
今
後
海
岸
に
お

け
る
ウ
ミ
ガ
メ
と
人
間
の
接
触
へ
の
対
策
案
を
立
て

て
い
く
場
合
、
次
の
よ
う
な
条
件
を
満
た
し
て
い
る

案
が
村
民
や
観
光
客
に
支
持
さ
れ
や
す
い
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。 

○
村
民
の
生
活
に
あ
ま
り
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
も
の 

○
観
光
客
が
ウ
ミ
ガ
メ
を
見
ら
れ
る
機
会
を
完
全
に

な
く
し
て
し
ま
わ
な
い
も
の 

○
海
岸
へ
の
立
ち
入
り
規
制
が
で
き
る
限
り
少
な
い

も
の 

 

小
笠
原
に
お
い
て
、
ウ
ミ
ガ
メ
と
の
共
生
を
考
え

て
い
く
中
で
、
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
が
少
し
で

も
有
効
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

コ
ロ
ラ
ド
州
立
大
学 

石
崎
明
日
香 

 
 ◎

三
本
棒
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！ 

そ
ろ
そ
ろ
稚
ガ
メ
の
ふ
化
期

に
突
入
で
す
。
ふ
化
し
た
稚
ガ

メ
は
、
脱
出
ま
で
４
〜
５
日
砂

中
で
待
機
し
て
い
ま
す
。
待
機

中
の
稚
ガ
メ
の
頭
上
に
は
空
洞

が
で
き
て
お
り
、
人
間
が
産
卵

巣
に
む
や
み
に
近
づ
く
こ
と
で
、

踏
み
抜
く
危
険
性
は
十
分
に
考

え
ら
れ
ま
す
。
卵
が
産
み
落
と

さ
れ
て
い
る
卵
室
の
上
に
は
、
な
る
べ
く
３
本
棒
を

立
て
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
あ
と
か
ら
上
陸
し
て

き
た
カ
メ
に
、
倒
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
ど

う
か
こ
の
棒
を
抜
い
た
り
、
産
卵
巣
に
近
づ
い
た
り

さ
れ
ま
せ
ん
よ
う
、
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

 
◎
道
路
に
出
て
く
る
ウ
ミ
ガ
メ
に
ご
注
意
を
！ 

現
在
、
産
卵
シ
ー
ズ
ン
を
迎

え
て
い
る
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
で
す

が
、
夜
間
、
道
路
を
歩
く
親
ガ

メ
が
発
見
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。 

主
に
見
か
け
ら
れ
る
場
所

と
し
て
は
、
奥
村
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
海
側
の
港
湾
道
路
や
扇
浦
の

都
道
な
ど
で
す
。
産
卵
場
所
を
探
し
て
、
迷
っ
て
い

る
状
況
な
の
で
、
砂
浜
か
海
へ
戻
し
て
あ
げ
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。 

見
か
け
た
方
は
、
海
洋
セ
ン
タ
ー
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。 

大
き
な
親
ガ
メ
も
、
夜
間
で
す
と
目
立
た
ず
非
常

に
分
か
り
に
く
い
の
で
、
車
や
バ
イ
ク
で
の
走
行
中

は
、
道
路
に
出
て
く
る
親
ガ
メ
に
、
十
分
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。 

 

◎
タ
ー
ト
レ
ク
チ
ャ
ー
の
お
知
ら
せ 

ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
生
態
を
よ
り
深
く
知
っ
て
い
た

だ
く
夜
の
レ
ク
チ
ャ
ー
は
、
今
年
も
順
調
に
進
ん
で

い
ま
す
。
現
在
は
、
産
卵
最
盛
期
で
あ
り
、
ふ
化
期

に
も
突
入
し
て
い
ま
す
の
で
、
海
洋
セ
ン
タ
ー
施
設

内
で
、
産
卵
や
ふ
化
稚
ガ
メ
観
察
の
機
会
が
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
皆
さ
ま
、
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
ご

予
約
く
だ
さ
い
。 

【
開
催
日
】 

 

７
月
３
日
（木
）
、
10
日
（木
）
、
17
日
（
木
）
、 

23
日
（水
）
、
29
日
（火
） 

【
時
間
】
午
後
８
時
か
ら
１
時
間
程
度 

【
場
所
】
海
洋
セ
ン
タ
ー
展
示
館 

【
費
用
】 

村
民
大
人
（中
学
生
以
上
）
１
０
０
０
円 

 
 

小
学
生
７
０
０
円 

【
定
員
】
１
回
15
名 

※
要
予
約 

 

 

参
加
者
全
員
に
ウ
ミ
ガ

メ
ス
ト
ラ
ッ
プ
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
！ 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー 

 
(

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
バ
ー
ラ
ス
テ
ィ
ン
グ
・
ネ
イ
チ
ャ
ー) 

２
―
２
８
３
０ 

夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
用
携
帯 

 
 
 
 

０
９
０
―
１
４
６
１
―
３
１
７
１ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

http://b
onin

-oce
an.net 

３年前、生まれて間もないイルカを連れて
いた＃６７          （２００６年６月） 



  NO．540    平成 20（2008）年 7 月 1 日（火）                          編集・発行  小笠原村総務課 

-11- 

                                 

                                 

                                 

                                 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

           

  いよいよ楽しい夏休みが始まります。 

  安全に夏休みが過ごせるように、子どもの事故についてお知らせします。 

 

      

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

― 村民課福祉係 ― 

―  第１０１号  ― 

 

子どもの成長はほほえましいものです。しかし、歩けるようになったり行動範囲

が増えると、それだけ子どもにとっての危険は増えます。年齢に応じて、事故防止

のポイントや事故発生時の対処法は変わってきます。 

お子さんの年齢にあった安全対策を行うことが重要です。 

乳幼児健診の会場や福祉係の窓口では、子どもの事故防止に関連したパンフレッ

トをご用意しています。事故が起こるその前に、ぜひ１度、手にとって安全の確認

をしてみてはいかがですか。 

子どもの事故って？？ 

０才を除いた乳幼児の死因第１位は、交通事故や溺死

などの「不慮の事故」と言われています。この状況は、約５

０年間変わっていません。 

事故は、未然に防ぐこともとても大切ですが、２４時間

ずっと子どもを見守っていることやすべての危険をなくすこ

とはとても難しいです。生活の中でちょっとした工夫をし、

事故防止につなげましょう。 

それでももし、万が一事故に遭ってしまったときには、早

めの対処を心掛けましょう。 

危険 その１ 何かつまったみたい！！ 

危険 その２ 溺れている子がいる！！ 

食事中に何か喉につまらせてしまったり、遊んでいておも

ちゃを食べてしまったり。小さな子どもによくあることで

す。また、喉以外にも耳や鼻に小さな豆や小石をつまらせ

ることがあります。 

＜対策＞ 

子どもの手の届くところに、小さなものを置かないように

しましょう。とくに豆類は注意が必要です。大人が食べ物

で遊んでいるのを真似して、事故につながることもありま

す。 

＜事故が起こってしまったら・・・＞ 

まず、呼吸をしているか確認し、何をつまらせたか知りま

しょう。ピンセットなどで無理に取ろうとすると、異物が

さらに奥に入ってしまうことがあるので、無理をせずに医

療機関にかかりましょう。 

小さな子どもが喉につまらせてしまったときには、片方の

腕に子どもをうつぶせにして、異物が出るように背中を４

～５回たたきましょう。 

これからの季節、多くなるのが水の事故です。 

子どもは、１０ｃｍの深さでも溺れてしまいます。 

＜対策＞ 

海で遊ぶときには、必ず大人がついて、目を離さないでいま

しょう。浮き輪やジャケットだけでは安全ではありません。 

浴槽のお湯は抜き、浴室に鍵をかけましょう。 

洗濯機やたらいの水も注意しましょう。 

＜事故が起こってしまったら・・・＞ 

意識がない→気道確保 

呼吸がない→人工呼吸 

 

意識がある時はタオルや毛布で暖めながら医療機関へ・・・ 

くじらの掲示板 

福祉係：２－３９３９ 

１１９しましょう！ 

 

 



住民税軽減措置申告受付（～31）

入港日

入港日

定期予防接種

タートレクチャー（10，17，23，29）

高校図書館開放

小笠原諸島返還４０周年記念式典・パレード

島であそび隊申込締切

出港日

高校図書館開放

磯あそびがしたい！

出港日

東京海区漁業調整委員会委員選挙告示日

母島巡回労働相談

入港日

父島落語会 産科婦人科専門診療（母島）

南島外来植物除去申込締切 ビジターセンター講演会「南太平洋のカヌー文化と小笠原」

村民意見・提案・相談受付

電話による無料法律相談

入港日

乳幼児健診・歯科健診（父島）

くらしの法律・税金相談、遺言相談（～11） 出港日

サッカー４級審判新規認定講習会（父島 ～11） 産科婦人科専門診療（父島 ～28）

小笠原高校公開講座申込締切 村営バス夏季ダイヤ（～8/17）

東京三弁護士会による法律相談（父島） 高校図書館開放

10 木

火
23 水

9 水
24 木

25 金

20 日

21 月

7 月
22 火

日

17 木

18 金

19 土

木

4 金

5 土

6

行　事　予　定日付 曜日

26 土

16 水

日付 曜日 行　事　予　定

1 火

8

2 水

3

海の日

情報センター臨時休館

情報センター臨時休館

情報センター臨時休館

東京三弁護士会による法律相談（父島） 高校図書館開放

くらしの法律教室

東京三弁護士会による法律相談（母島）

サッカー４級審判新規認定講習会（母島）

高校図書館開放

出港日

昆虫を探してみ隊！

東京海区漁業調整委員会委員選挙繰上投票（母島）

南島外来植物除去実施

東京都自然ガイド講習会仮申込締切

東京海区漁業調整委員会委員選挙投票日（父島）

固定資産税納付期限
15 火

11 金

12 土

29 火

30

13 日

14 月
水

31 木

28 月

27 日

入・出港日




